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食堂・満席
2024典礼・掃除当番の地区表

太字はミサです 6月 7月

１週 太平洋 蘭岳

2週 白鳥 太平洋

3週 楽山 白鳥

4週 蘭岳 楽山

5週 楽山

掃除当番 太平洋 白鳥

２月、知利別川のカモ
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2024年6月9日 
わたしたちの日常生活において、自ら判断して行動す
るときに、きわめて難しい局面に立たされることが
よくあります。ある時には、そのものについての情報
不足から、判断するに十分な資料をそろえていなかっ
たので、または、全く自分は関係していないことだっ
たりとか、によってその難しさに違いがあります。当
たり前のことかもしれません。限界ある人間のする
ことですから。 

それにしても、問題によっては話の輪の中に入ってい
けなくて、ほとほと困ってしまうことがあります。そ
のような時って、さびしいものですよね。 

幼稚園の子どもたちと話をしている時に、よく体験し
ます。子どもたちとアニメの話になると、まったく
もってついていけないなと感じております。話の筋は
読めないし、登場人物になると、かいもく話しにな
りません。テレビの影響はすごいです。だからこそ、
番組の選択をして子どもに提供することが大事になっ
てくること、それは、言うまでもないことだとよくわ
かります。なんといっても、子どもは「信じること」

を大事に、その生命を生きている成長期にいるから
です。 

今日（こんにち）でこそ、子どもに関するたくさんの
情報があり、その理解を助ける情報等も選択するこ
とが出るようになりました。それでも、いまだに子
どもへの理解のなさから発生してくる出来事が後を絶
ちません。 

今の社会において、わたしが気になっている出来事を
取り上げるとすれば、「幼児・児童虐待」があります。
2010年（平成22年）頃から急激に増え始め、2018
年には15万9850件に到達しています。この増加だけ
見ると、子どもの育成環境が悪化しているように見え
ますが、虐待件数が増えているという意味ではなく、
虐待に対して社会的な関心の高まりが、従来見つけら
れていなかった虐待の発見や、しつけや育児に対する
意識の変化が現れているものだといえます。（増野行
政書士　国際総合事務所） 

確かに、虐待に関しては、古くからあったもので、社
会的に取り上げられるようになったのが最近になって
からであるといえます。わたしたちの「意識の変化」
から、社会的な関心が高まったとはいえ、それが、
みなの心の中で関心事となり、消化されているので
あれば、もっといい結果が出て来てもおかしくない
と思うんですが、なかなかなくなりません。少なくと
も、身近にいるわが子の育ちから学んでいきたいと思
いますが、・・。 

第40回 
室蘭ブロック 
壮年大会 
6月22日㈯ 
受付12:30~ 
13:00~18:10 
カトリク伊達教会

2024.5.19 子ども・母・父ハーティー

曜 午　　　前 午　　　後
1 月
2 火 OPC （パソコン倶楽部）10:00
3 水 こっとん倶楽部　10:00　
4 木
5 金 キリスト教講座①18:30
6 土 掃除：白鳥地区
7 日 ミサ 9:30　（典礼：蘭岳）運営委員会
8 月
9 火 OPC （パソコン倶楽部）10:00
10 水 こっとん倶楽部　10:00　
11 木
12 金 キリスト教講座①18:30
13 土 ミサ 10:00　キリスト教講座②ミサ後　掃除：白鳥地区
14 日 集会祭儀 9:30 （典礼：太平洋）
15 月
16 火 OPC （パソコン倶楽部）10:00
17 水 こっとん倶楽部　10:00　
18 木
19 金 キリスト教講座①18:30
20 土 掃除：白鳥地区
21 日 ミサ 9:30　（典礼：白鳥）
22 月
23 火 OPC （パソコン倶楽部）10:00
24 水 こっとん倶楽部　10:00
25 木
26 金 キリスト教講座①18:30
27 土 ミサ 10:00　キリスト教講座②ミサ後
28 日 集会祭儀 9:30 （典礼：楽山）
29 月
30 火 OPC （パソコン倶楽部）10:00
31 水 こっとん倶楽部　10:00

2024年7月　教会行事予定表

日常生活の中に働かれる神（聖霊）



３．報　告： 
3.1，6月.7月の予定 
 6月  
　2日(日) キリストの聖体　ミサ 
　　　　　(太平洋地区典礼当番) 運営委員会 
9日(日）年間第十主日ミサ(白鳥地区典礼当番) 
16日(日) 年間第十一主日　ミサ 
　　　　　(楽山地区典礼当番)　父の日 
22日(土) 聖ﾄﾏｽﾓｱ殉教者　ミサ 
　　　　(蘭岳地区典礼当番)　壮年大会 
23日(日) 年間第十二主日　集会祭儀 
        (蘭岳地区典礼当番) 
30日(日) 年間第十三主日 ミサ 
　　　　(楽山地区典礼当番) 
 ７月　 
7日(日) 年間第十四主日　ミサ 
　　　　(蘭岳地区典礼当番) 
14日(日) 年間第十五主日 集会祭儀 
　　　　 (太平洋地区典礼当番) 
21日(日) 年間第十六主日  ミサ 
　　　　 (白鳥地区典礼当番) 
28日(日) 年間第十七主日 集会祭儀 
　　　　 (楽山地区典礼当番) 
※毎週の行事（変更の場合あり） 
・火曜日午前１０時～　OPC（パソコン教室） 
・水曜日午前１０時～　こっとん倶楽部　 
・金曜日午後6時30分～　キリスト教講座　　 
・第二、第四土曜日ミサ午前１０時～ 
　ミサ後、キリスト教講座 

　3.2　財務報告　　　 

5月迄の報告あり。現時点では特に心配なし。 

４．議　事： 
4.1　教会のバザーについて 
      日時　:　9月22日(日)   10:30～開催。 
　　・現時点では、例年通りの予定だが、6月の女 
　　　性部例会で詳細を決定する内容・準備・テン 

　　　ト設営の数　等 
　　・登別教会、海星高校の参加をして頂く 
　　・協力者には、うどん・そばを提供 
　　・開店と同時に、販売開始出来る様に担当者は 
　　　対応する　　　　 

4.2  室蘭教会との合同墓参について 
　   ・8/11(日)  14:00   望洋台共同墓集合 
　　・お知らせは発行するが、普段教会に来ていな 
　　　い人・未信者でも参加される人は自由とする 
　　　が、案内のハガキを用意する 

4,3　 室蘭ブロツク壮年大会について 
　　・6/22(土)  伊達教会担当　詳細別紙照　　　 
　　・当教会は、5名の参加(今回は、日帰り) 

4.4    今後の室蘭ブロツク会議について 
　　・年2回　苫小牧地区連絡協議会の前に実施 
　　・次回　伊達教会担当　会場は、東室蘭教会　 

4.5    その他 
　　・泣き部屋のカーテンレール取付は、業者に依 
　　　頼。近日中に実施 
　　・掃除当番は、6月太平洋　7月　白鳥 
　　・室蘭宣教司牧評議委員　田中　真樹子さんに 
　　　交代依頼 
　　・これからの女性大会について、苫小牧地区の 
　　　各教会の女性部代表が集合して、検討する必 
　　　要がある 
　　・新内洞教会の信徒一行、登別教会・伊達教会 
　　　表敬訪問 

5．ミサ・集会祭儀の予定: 
6/2  ライヤ師　6/9  小林師　6/16ライヤ師　 
6/23    集会  6/30   蓑島師 
7/7  ライヤ師　7/14 集会　7/21  ライヤ師　 
7/28   集会　

鹿児島県は、県内の4児童相談所（中央、北部、大
隅、大島）と市町村が2023年度に認定した児童虐待
件数が前年度より206件多い3029件で、12年連続
で過去最多を更新したと明らかにしています。種別
では、心理的虐待が1891件（前年度比101件増）で
最も多く、全体の71％を占めています。続いて身体
的虐待468件（47件増）、ネグレクト266件（69件
増）、性的虐待30件（15件増）でした。これらの主
な虐待者は実父（1248件）と実母（1020件）で合
わせて85％に上っています。 

人類の成長過程に、昔も今
も違いはなく、同じだと思
うのですが、・・。ところ
が、人間（子ども）の成長
について知られていなかっ
たことが、科学の進歩によ
り少しずつ明らかになって
きた今、人の育ちのメカニ
ズムを受け止めきれないが
ゆえの現象が、ひょっとし
て「虐待」なのではないか
と思ったりします。 

イエスの宣教はまさに、特に当時の指導者階級の地
位にいた人たちから理解されることなく、どちらか
と言えば、拒否され続けられていたのです。今日の
福音ではそのことが描かれています。しかも、身内
の者からも「イエスは気が狂った」と判断され、彼
らはイエスを呼び戻そうとしてイエスのもとに来る
のです。身内の者は、あまりにも熱心な宣教活動に
没頭するイエスを見て、常軌を逸した動きだと思っ
たのでしょう。確かにそう思わせるような動きをし
ていたのです。 

神の国を宣教し、悪霊を追い出すイエスのもとには
群衆が集まってきます。しかし、今日の福音にはイ
エスを理解できない人々、理解しようとしない人々
が登場します。一方は身内の方々、他方はエルサレ
ムから下ってきた律法学者の面々です。 

身内の者たちは、イエスが「気が変になった」とい
う風評に動揺し、連れ戻すために来たのでした。イ
エスへの悪意を持ってきたのではなく、おそらく愛
情からだったのでしょうが・・。 

一方、律法学者たちは「あの男はベルゼブルに取り
つかれている」と言い、また、「悪霊の頭の力で悪
霊を追い出している」と主張しています。つまり、
彼らはイエスが「悪霊を追い出している」ことは認
めています。ただし、それは「悪霊の頭の力」を借
りてのことなのだとみなしているのです。彼らが問
うているのは、奇跡の有無ではなく、奇跡をおこ
なったイエスは一体「誰なのか、何者か」というこ
とです。 

これらに対してイエスは例えを用いて、彼ら、身内
の者と律法学者、の不合理
さを指摘なさいます。律法
学者たちには、王国と家の
たとえと家財道具のたとえ
を用いて、イエスの業は聖
霊の働きであり、これを見
落としてベルゼブルの働き
であると言い張る者は「聖
霊を冒涜している者」であ
るということになる、と語
られます。 

そして、身内の者には「見なさい。ここにわたしの
母、わたしの兄弟がいる。神の御心を行う人こそ、
わたしの兄弟、姉妹、また母なのだ。」と教えられ
ます。イエスが説く神の国は、血脈を中心とする人
間関係を終わらせ、まったく新たな関係を作り出し
ています。人との緊密な関係を求める神は、イエス
を通してわたしたちの間に介入されました。今もな
おそれは続けられています。 

日常の中で出会う人、出来事を通して、神はわたし
たちにご自分を見せ、語り掛け、交わりを持とうと
介入されます。わたしたちはそれにおごらず、分か
ろうとしているのか、・・・。 

素直に、静かに聖霊の働きを見極め、前に進みたい
ですね。 

2024年度 第2回運営委員会 議事録　2024年6月2日㈰101:45〜12:10


議事録１．は、開催日時は表題のとおりです。議事録３．は出席者名で省略します。


